
 

                

                 

  

 

 

 

第１回ドッヂビー全国大会ｉｎナゴヤドーム ２００５年７月３１日 

全国より１４８チーム  ２２０４人の選手が参加 

（第１回全国大会の写真） 

○ドッヂビーは、愛知県フライングディスク協会初代会長の中嶌才資（故人）氏がその誕生に関わり 

１９９０年代に活動が始まり、その普及が進められて来ました。 

○その普及活動を新城市・新城市教育委員会・学校関係のみなさんが後押しし、 

その後援のもとに今日の形が作られました。 

○史上初めての公式ゲームの大会は大規模に２０００年８月に開かれました。 

新城総合公園での『第１回ドッヂビーこども選手権しんしろオープン』がそれです。 

ルール作りから～公式試合の初めての開催など 

ドッヂビーの始まりを 育て 普及に力を注ぎ 

               今日の基礎を作ったのが 

中嶌さんを中心にした多くの皆さんの力です。 

 

 

編集  新城市北部体育振興会 広報係 

協力  愛知県フライングディスク協会   

    元・新城市教育委員会教育長 小林芳春 

    大海自動車株式会社社長 中嶌美明 

  

新城市とドッヂビー 

新城市はドッヂビーのメッカ・ふるさと・公式ゲーム大会を始めたまち・・・発祥の地として 

     発信され、新聞・テレビ等でも紹介されてきました。 

 
 

 



  
                              
１９９０年代  各地でおこなわれた、フライングディスクのプログラムに布製のディスクが登場しました。 

１９９３年   株式会社ヒーローが布製のディスクを特許出願、権利を取得 

        『スーパーソフトディスク』となづけ、国内生産開始 

 
中嶌会長と野田俊一さんが中心となり新城市内の小学校に出向き、 

実践しながらルールを作成、普及活動を始める。 

１９９８年（平成１０年）   ２月 

愛知県フライングディスク協会中嶌会長がソフトディスクを自分の郷里の小学校の 

新城市立東郷西小学校・東郷東小学校に寄付をされて 

『ドッヂビー』が、放課の遊びとして紹介されました。 

        

１０月２５日（日） 

愛知県フライングディスク協会主催 

『東海フライングディスクフェスティバル９８』開催 

（楽しい体験コーナーにドッヂビーを採用） 

 

１１月１４日（土） 

中日スポーツ新聞『遊びま専科』 

新城市誕生のドッヂビーとして紹介、 

 （写真は東郷東小学校昼休みのグラウンドの様子） 
 

                    
 
 
 
 
 
       

 １２月２日放送 

NHK 総合テレビ『こんばんは６時です』ニュース番組の中で 

新城市発祥のドッヂビーとして紹介された。 

東郷西小学校で１１月２６日撮影された授業風景が放映されました 

（＊インストラクターの野田俊一さんの指導のもとに） 

         

 

１９９９年（平成１１年）  名称を『ドッヂビー』と統一 

 
２０００年（平成１２年） ８月 22 日（火）  

             ドッヂビー公式ゲームの大会を大規模に開催 

『第１回ドッヂビーこども選手権しんしろオープン』開催 

              主催・愛知県フライングディスク協会主催 

                 後援・新城市教育委員会 

会場 新城市の県営新城総合公園 多目的広場 

                              （５３チーム総勢４５０人参加）   

            

 
 
 

ドッヂビーの歴史 

 

 

 

 

中日スポーツ新聞の紙面より抜粋 

『フライングディスクでドッヂボールをやる、というのはだれが始めたわけでもなく、 

昔から楽しまれていたんです。布製のソフトディスクを使い、より手軽にしたのがドッヂビーで 

今年の初めから普及に力を入れ始めました。』 

（愛知県フライングディスク協会の中嶌才資会長の談話）  

 

 

史上初めてドッヂビー公式ゲームの大会を開催 

ドッヂビーのルールの作成・普及への取り組み・そして名称の統一 

日本で始めての公式試合～～～史上初めての公式大会 



 
２００２年 （平成１４年）11 月 17 日（日）  

『ドッヂビー２００２しんしろ』開催 

主催・愛知県フライングディスク協会 

後援・新城市教育委員会 

       会場・新城小学校で開催   

（大盛況で終了 ） 

           

２００３年９月２８日放送 

BS２で放映された『おーいニッポン～今日はとことん愛知県』 

１０００人のメッセージの中で『ドッヂビーのメッカ新城市』を紹介 

（大海自動車本社３階にて収録） 

 

 

 

 

 

【リハーサル時～『ナゴヤドームでドッヂビーの全国大会を開催するぞー』 

と宣言した所、番組の趣旨と違うとの指摘で上記コメントへ変更になりました】                         

 

２００４年 （平成１６年）５月２６日（水）ＯＡ 

メーテレ テレビ  

『どですか』ニュースポーツのコーナーにて紹介されました 

右写真及び下記文章は番組『どですか』のホームページ上より転記 

  

 
 
 

 （平成１６年）１０月   

『ドッヂビーチャレンジカップ』開催 

          静岡県富士市にて開催 

          富士市と新城市の小学生が対戦する初の地域交流 

 

 
２００５年 （平成１７年）７月３１日（日）     

    『第１回ドッヂビー全国大会ｉｎナゴヤドーム』開催 

会場・ナゴヤドーム（１４８チーム・２２０４人参加） 

   

                         主催・ドッヂビー全国大会実行委員会 

                         主管・愛知県フライングディスク協会 

                         後援・愛知県・愛知県教育委員会 

                            名古屋市・名古屋市教育委員会 

                            新城市・新城市教育委員会 

                            中日新聞社  その他４団体 

 

 

＊平成２０年１２月 日本フライングディスク協会理事会で示されたドッヂビー関連の方向性 

 日本ドッヂビー協会が正式に設立されました。  

２００９年の第５回ドッヂビー全国大会は諸般の事情により中止となりました。 

 

 

 

・「ドッヂビー」とは、愛知県新城市で生まれ育った「ニュースポーツ」。 

・普通のフリスビーとは違い、柔らかい素材で出来ているので小さな子供でも大丈夫！  

第 1回ドッヂビー全国大会開催 

 
 

中嶌才資会長が声高らかに 

『ドッヂボールとフリスビーを合わせた 

安全に楽しめる！ ドッヂビー です』 

             とドッヂビーをＢＳ２で全国に紹介 

参考・引用・ドッヂビー公式ホームページ。中日新聞。中日スポーツ新聞。メーテレ TV ホームページ。NHK TV 



 
 
 
 
１９２６年 （大正１５年）１０月１８日 愛知県南設楽郡東郷村の大宮で生まれる 

１９４８年 （昭和２３年） ８月    大海自動車創業 

１９８８年 （昭和６３年） ６月    愛知県フライングディスク協会 初代会長就任。 

以後フライングディスクの普及に取り組む 

１９９３年 （平成 ５年）１２月    新城ディスクゴルフコースオープン 

                    （地主の方の協力を頂いて、一人で整備されました） 

１９９９年（平成１１年）５月    日本ドッヂビー協会設立準備委員就任 

２０００年（平成１２年）８月２２日 全国初の公式ゲーム大会『第 1回ドッヂビー子供選手権しんしろオープン』開催  

２００４年（平成１６年）７月１０日 名古屋市教育委員会より感謝状授与 

２００４年（平成１６年）      新城地方体育協会連絡協議会より体育功労授与 

２００５年（平成１７年）７月３１日 『第１回ドッヂビー全国大会ｉｎナゴヤドーム』開催 

                  ドッヂビー全国大会実行委員会 会長として活躍 

２００６年（平成１８年）１月 ５日 ７９歳 逝去 
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写真・左上より ①②新城ディスクゴルフコースの写真２枚 ③新城地方体育協会連絡協議会より贈られたブロンズ像 ④『第１

回ドッヂビー全国大会ｉｎナゴヤドーム』のポスター ⑤平成９年６月２６日東愛知新聞紙面にて野田俊一さんと『新城から広め

よう、フライングディスク』とアピール ⑥名古屋市教育委員会より送られた感謝状 ⑦⑧１９９２年桜淵公園で行われた中京テ

レビの撮影風景 ⑨新城ディスクゴルフコースで行われた中日ミスカメラ撮影会入賞作 

① 

⑨ 

③ 
⑤ 

④ 
② 

⑦ 
⑧ 

中嶌才資氏のあゆみ（略歴） 

 

 

 

中嶌さんのあゆみの中で、ドッヂビーの普及に尽力された活動につきましては、 

「ドッヂビーの歴史」に詳細が記載されていますので、そちらをご覧下さい。 

名古屋ドームで全国大会を開催するのが夢、その夢の為に奮闘しました。 

そして、第１回全国大会を名古屋ドームで２００５年に開催し夢を実現いたしました。 

・ドーム使用料金を寄付され開催に寄与されました 

〈左写真は、第１回全国大会で大会実行委員会会長として挨拶された時の写真です。〉 



新しい頁を開いた「中嶌才資」流                  

 「ドッヂビーの全国大会を、来年、ナゴヤドームで開きたいと思うが？」と、中嶌さん

がごくふつうの世間話のように話を切り出されたとき、私は一瞬 とまどった。 

確かに、スーパーソフトの感触は、子どもたちのすばやい動きや身のこなしにぴったり

のものを持っている。普及の面でも 2000 年の第 1 回子ども選手権をはじめ、さまざまな形

で活動を積み重ねてきた。ニュ－スポーツとしての面白み・広がりも魅力的である。第一、

スピードがある。それでいて、ソフトディスクには安全への配慮が十分になされている。 

 だが、ナゴヤドーム！全国大会！･･･というと、常人の感覚では、まず発想のレベルで二

の足をふむ。 

  ドームで、全国大会を 

 予算はどれぐらいの規模になるか？大会運営の形は？ス

タッフは？と、常人の心配は果てなく広がる。そんなお尋ね

をすると、いろいろ話をされて最後は「何とかなると思う」

と、静かにいわれる。 

･･････お聞きしながら、思った。これは、中嶌さんの強い決 

意だと。そして、中嶌流の準備がなされてきたのだと。  

  その 1 平成５年に、弾正山コースを 

 竹広の弾正山の一部をお借りして、フライングディスクゴ

ルフの専用コートを完成されたのが、活動を始めて数年後の

1993 年であった。茨や雑木を

切り、斜面の整地・案内板の

設置･管理棟の設置と、全て手

づくりであった。 

 6 年後の 1999 年には、戦国

の古戦場である弾正山の一角に、史実に合わせて「徳川家康

本陣地」の碑を建てられた。 

 この時期の中嶌さんは、フライングディスク協会の愛知県

会長を務めながら、子どもたちに焦点を当てた「日本ドッヂ

ビー協会」の設立に全力を挙げて取り組んでみえた。 

  その２ドッヂビー協会の設立をめざして 

このお手伝いをされたのが、全日本アルティメット選手権優

勝など、フライングディスクの日本トップクラスの実績を持

つ、野田俊一さんである。当時、大学をでたばかりの野田さ

んを連れて、しばしば、市教委を訪ねてみえた。 

 遊びとしてのソフトデｲスクを一歩広げて、ゲーム等の競

技性を持ったものにしたい、といわれ、3 人でドッヂビーの

ル－ルを検討した。左は当時検討したドッヂビーのルール最

終案〔12 頁のハンドブック〕の一部である。 

 そこで、第 1 回のドッヂビー子ども選手権が新城の総合公

園で開催され、ナゴヤドームでの全国大会へと続く。 

 ・・・小学校高学年の児童の好む遊びの「第一位がドッヂボール」という調査結果とあ

の「空を飛ぶフライングディスク」の魅力を、合体させたニュースポーツ「ドッ

ヂビー」の誕生は、今、新城の中嶌さんから、大きく羽ばたいている。（小林 記）                 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   



 

 

史上初めてのドッヂビー公式試合  （第1回ドッヂビー子供選手権新城オープン平成12年8月22日火曜日）の参加チーム 

その時配布された資料の一部です  



史上初めての
ドッヂビー公式試合

のポスター

第1回ドッヂビー全国大会

のポスター

（第1回全国大会の写真）

一般の部 準優勝 ネバーズ（東中）

を表彰される 故・中嶌会長

小学生低学年の部

3位 サスケキッズ（東小）

を表彰される 故・中嶌会長



第1回大会 200５年7月３１日 ｉｎ ナゴヤドーム
東海地区を中心に148チーム・2208人の参加
（新城市より11チーム参加）

小学生低学年の部 3位 サスケキッズ（東小）

一般の部 準優勝 ネバーズ（東中）
低学年の部 燃えろファイターズ（ ） 西っ子パワフルズ（西小）

西小キッズ３ （西小）
高学年の部 東郷東小Ａ （東小） 東郷東小Ｂ （東小）

6年ファイターズ （ ） 毒キノファイター （ ）
ショーヤーズ （ ）

1般の部 大谷大学レク講座第１回大会一般の部

準優勝 ネバーズ（東中）

第３回大会小学生低学年の部

準優勝 西小ボンバーズ （西小）

第3回大会 2007年7月29日（日） ｉｎ ナゴヤドーム
全国９府県から102チーム・1503人参加
（新城市より6チーム参加）

小学生高学年の部 優勝ファイヤーレッドｂｏｙｓ （西小）
小学生低学年の部 準優勝西小ボンバーズ （西小）
高学年の部 東郷東小 （東小） 西っ子パワフルズ（西小）

サスケキッズ（東小）
一般の部 北部体育振興会

第1回大会 小学生低学年の部
3位サスケキッズ（東小）

第２回大会 2006年7月16日（日） ｉｎ ナゴヤドーム
2000人を超えるエントリーと3000人を超える観客数

（新城市より１０チーム参加）
小学生低学年の部 優勝 西っ子パワフルズ（西小）
低学年の部 新城ファイヤーズ（ ）
高学年の部 東郷東小A （東小） 東郷東小B  （東小）

サスケキッズ （東小） 西小キッズ４（西小）
ゴールデンジャイアンツ（ ） たこやき （ ）
ぐるぐるまわるーズ（ ） ・

1般の部 新城大谷大学

（第1回・第2回大会参加チームの小学校を

ご存知の方は連絡下さい）

第２回大会 小学生低学年の部
優勝 西っ子パワフルズ（西小）

第３回大会小学生高学年の部

優勝 ファイヤーレッドｂｏｙｓ （西小）



１２チーム１５５人が楽しんだ第４回北体振ドッヂビー大会平成２０年６月２２日

子供から大人まで

楽しんだ！



寒さを吹き飛ばせ１５チーム２０８人が参加

第５回北体振ドッヂビー大会 元気な子供達 平成２１年１月１１日

元気

はつらつ



 

 
第１回全国大会のプログラムに記載された文章です 

 

               新城市北部体育振興会  広報係 

２００９年４月２日 作成 




